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みんなで一緒に、がんばりましょう！

７月２５日（月）午後、民生児童委員協議会の
会長さんや副会長さん、福祉保健課の方など７名
の皆さんが本校を訪問しました。
その会の中で、次のようなお話を伺いました。

・新型コロナに感染した家庭に、部活の保護者仲

間が買い物をするなどして協力しているという
話を聞いた。心温まる話だ。

・地域を歩いていても、子どもを見ることがない。
・部活帰りの子どもたちが、「こんにちは」「おは
ようございます」と元気なあいさつをしてくれ

ることがうれしい。上級生の方がよくあいさつ
をしてくれる。

・車を止めて生徒に道を譲るとお辞儀をしてくれ
る。立派だなぁと思っている。

・自転車で、規律正しく、一列になって帰ってき

ている姿を見かける。立派だ。
・高校では、部活動に入部している生徒が就職で
有利になる。部活をやった人でないと使いもの
にならないという話を聞いたことがある。部活
に入っている生徒は鍛えられている。卒業生に
部活に入るように勧めてほしい。

地域での生徒のうれしい行動が多く聞かれまし
た。高評価です。ありがたいです！これからも、
地域に好かれる美郷中生を目指しましょう！

はりま建設さん（土崎字中野際）から、全県総
体で５連覇を果たした男子バドミントン部に、東
北大会でもがんばってきてほしいという激励と共
に、アクエリアス２箱（２４本×２箱）をいただ
きました。ありがとうございました。

地域の皆さんの応援を、心からうれしく
思っています。裏面に、魁新聞に載った応
援欄を載せていますので、ご覧下さい。
これからも、地域に応援されるよう、みんなで

がんばっていきましょう！

７日（日）午前、６０名を超える保護者の方を
含む総勢約１７０名で「親子共同クリーンアップ
作業」が本校で行われました。
全体が２５班に分かれ、全校の床・扉・玄関・

靴だな・ガラス・トイレ等を磨いたり、各教室の
復元作業等を行ったりしてくれました。
生徒からは「普段、掃除していても時間がなく

前期後半がスタート！
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てできない箇所をきれいにすることができてよか
った」という感想が聞かれ、本校職員からも「親
子が一緒になって汗をかき、相談しながら作業し
ている姿が微笑ましかった」という感想が聞かれ
ました。また、窓をきれいに磨いたことで「校舎

内が明るくなった！」という感想が聞かれるなど、
たくさんの成果を実感できる作業となりました。
日曜日にもかかわらず、たくさんの皆さんが集

まってボランティア活動を行ってくれたことをあ
りがたく、うれしく思っています。これからも、

大切に、そして、きれいに校舎を保っていきたい
と思います。ありがとうございました。

【クリーンアップ作業の様子】

１１日（木）午後、夜市の開幕を告げる町中パ
レードに本校の吹奏楽部が出演しました。
「今まで、雨に降られたことがない！」と豪語

していた夜市実行委員長さんでしたが、さすがに

最近の天候状況や天気予報から、今回は無理では
ないかと思っていました。しかし、見事、言葉ど
おりとなり、無事にパレードを行うことができま
した。
沿道には保護者の皆さんを始め、本校の生徒や

たくさんの地域の方が集まり、温かい声援を送っ
てくれていました。本当にありがたいことです。
パレード終了後には、湧太郎駐車場付近で演奏

を披露して、会を盛り上げてくれました。新型コ
ロナウイルス感染症第７波の真っ最中ではありま

したが、このような行事に参加することができて
うれしく思っています。感染症対策を充分に行う
ことで、感染をかなり防ぐことができそうですの
で、これからも、油断することなく感染症対策に
取り組み、「今、できること」にしっかりと取り組
んでいきたいと思っています。各家庭のご協力も、

どうか、よろしくお願いします！

【町中パレードの様子】
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